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（キーワード）  高潮、高波、うちあげ高 

 

１．はじめに 

2012年の米国におけるハリケーン・サンディや、

2013年のフィリピンにおける台風ハイヤンの災害な

ど、世界各地で大規模な高潮災害が発生している。 

 我が国においても、2004年の台風16号、23号によ

る高潮災害や、2008年の富山県黒部市の高波災害な

どが発生しており、これらの被害を最小化するため

には、高潮・高波の危険性を早期に把握し、事前の

防災行動に活かしていくことが重要である。 

 このため、海岸研究室では、2014年の台風期にお

いて、当室で開発した「波浪うちあげ高予測システ

ム」による情報を積極的に海岸管理者に提供する取

組を実施したので、その概要を報告する。 

 

２．波浪うちあげ高予測システムの概要  

 波浪うちあげ高とは、台風や低気圧により発達し

た波浪が、海岸堤防等に遡上したときの高さである。

波浪うちあげ高が堤防の天端高を越えると、堤防被

災の危険性が高まることから、この波浪うちあげ高

を事前に予測するために開発したのが、「波浪うち

あげ高予測システム」である。 

 

図１ 波浪うちあげ高予測システムの模式図 

主な仕組みとしては、気象庁の高潮・波浪予測デ

ータと地形情報から、波浪うちあげ高の予測計算を

行うもので、現在、仙台湾、東京湾、相模湾、駿河

湾、伊勢湾、大阪湾・播磨灘、富山湾、有明海内の

計81地点で、約30時間先の予測が可能である。 

 

３．2014年台風期の取組 

本システムは研究開発の一環として試行運用して

きたが、2014年の台風期においては、波浪うちあげ

高予測情報を海岸研究室職員がとりまとめ、関係の

海岸管理者に対し、積極的に提供する取組を実施し

た。（図２、写真は播磨灘（東播海岸）の例） 

 

図２ 台風11号(8月10日)時の予測情報（東播海岸） 

 

 

 

 

 

写真 ○○○○○ 

写真 東播海岸（8月10日午前11時頃） 

 

４．今後の展開 

2015年1月に国土交通省がとりまとめた「新たなス

テージに対応した防災・減災のあり方」では、防災・

減災の観点からタイムライン（時系列の行動計画）

の重要性が指摘されているところであり、今後、こ

のタイムラインの考え方の下、海岸管理者において

本予測システムがどのように活用されるかについて、

引き続き研究を進めていきたい。 
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研究動向・成果 
 

 

高潮・高波減災に向けた研究始まる 
 

 

 

河川研究部 海岸研究室 室長 諏訪 義雄 主任研究官 竹下 哲也 

（キーワード）  高潮、高波、高潮浸水想定  

 

１．背景 

米国における2005年のハリケーン・カトリーナや、

フィリピンにおける2013年の台風ハイヤンなど、世

界各地で大規模な高潮災害が発生している。 

 

写真 ハリケーン・カトリーナによる被災状況 

 

 我が国も、1959年の伊勢湾台風など、過去に大規

模な高潮災害が発生しており、現在でも人口・資産

が集中する東京湾、伊勢湾、大阪湾にゼロメートル

地帯が存在し、高潮災害に対するリスクが高い状況

である。 

 その一方で、津波に比べて、高潮に関するハザー

ドマップの整備率は全国的に低く、高潮時にどの地

域が危険であるか分からない状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

図 津波と高潮のハザードマップ整備状況 

      

このため、2015年1月に国土交通省がとりまとめた

「新たなステージに対応した防災・減災のあり方」

では、最大規模の高潮の浸水想定の作成・公表の必

要性が示され、同年2月には、国土交通省・農林水産

省が事務局となり、最大規模の高潮浸水想定の設定

方法等に関する「高潮水防の強化に関する技術検討

委員会」（以下「委員会」という）が発足した。 

表 高潮水防の強化に関する技術検討委員会 

◎磯部 雅彦  高知工科大学 副学長 

佐藤 愼司  東京大学大学院工学系研究科 教授 

関谷 直也  東京大学大学院情報学環 特任准教授 

高橋 重雄 （独）港湾空港技術研究所 理事長 

中北 英一  京都大学防災研究所 教授 

中山 哲嚴 （独）水産総合研究ｾﾝﾀｰ水産工学研究所 

 水産土木工学部長 

山田 正   中央大学理工学部 教授 

◎：委員長（敬称略、五十音順） 

 

２．主な課題と国総研の取組  

 海岸研究室では、高潮浸水想定の設定条件として 

1) 最大規模の台風条件（中心気圧、最大旋衡風

速半径、移動速度、経路） 

2) 海岸堤防の破堤条件 

3) 洪水と高潮の同時生起を考慮した河川条件 

等に係る調査研究を行っており、委員会の技術検

討に資する資料の提供を行っている。 

 

３．今後の予定 

今後、委員会での議論を踏まえ、事務局（国土交

通省・農林水産省）による「高潮浸水想定の設定の

手引き(仮称)」の作成を技術的に支援するとともに、

水位や風速等、高潮時の警戒避難に役立つ情報のあ

り方について研究を行う予定である。 
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出典：平成25年度 国土交通白書 
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